


シンプルに考える、その理由は、人間は複雑だから

シンプルに物事を考えることが必要なのは、人間の存在自体が複雑だか

らです。

人間が多くなればなるほど多くの考え方が出てきます。

当然、それだけ物事が複雑化するということになります。

他方、この人間がもつ複雑さが、多くの進歩をもたらしてきたのも事実

ですが、同時に人間がもつ複雑さの大海の中で彷徨っているのが今の時

代ではないでしょうか。

進歩とは、まさに複雑になることだと考えている節もありそうです。

 
しかし、人間自身が生み出してきた複雑さは、益々その勢いを増してい

くのでしょうか。

私はむしろシンプルに考えていくことが必要になっていくのではないか

、と考えています。

複雑化（別な呼び方では専門化でしょうか）は一見すると多くの事柄を

包含しているように思えますが、その実、多くの人間には複雑化された

内容はなかなか理解できていないように感じます。

 
今日、企業社会では、多くの事例が散見されます。

例えば、上場企業における会計基準や会社法の運用、あるいはそれらを

監査する監査法人の在り方、コンプライアンスに関する定義や運用など、

人間が理解していない事実には枚挙にいとまがありません。

このような社会的制度の複雑さ、いわば専門性は、監査法人自体も本質

的には理解などできていないと考えています。

理解できている振りはしていますが、実際の監査業務は社会的な流れの

中で過去の一定経験を通して業務をおこなっているに過ぎないのではな

いでしょうか。

 
複雑さの中の本質は、企業と監査法人双方が過去からの慣習的な方法で、

いわば経験知に基づきながら意思決定された仕事が進められているだけ

のように見てしまいます。

それゆへに企業が追い込まれた状況において発生する問題では、簡単に

意見不表明といったことになるのです。

 
多くの人間たちは、社会に蔓延する複雑さをほとんど理解できていませ

ん。

http://www.hp.jicpa.or.jp/ippan/cpainfo/ke_word/2007/09/post_40.html


 
 
 
 
勿論、一般社員から経営職まで含めていえることですが、この複雑さの

海に溺れているといった状況でしょう。

 
これからの時代、さらに複雑化は増大していくのでしょうが、事業をお

こなう当事者は、物事をシンプルに考えて行動できるようにすることが

必要になると想像しています。

実際の企業活動は、社会制度が複雑化されているにもかかわらずやって

いることは比較的シンプルです。

当事者としての企業体からみていけば、当然にやらなければならないこ

とは法律や制度が複雑化されようがドタバタすることではありません。

商売が日常的におこなわれているのですから、日々適正な方法で商売を

把握することしかありません。

 
むずかしいのは未来を予測、予想する場合です。

工事などのように長期間にわたって事業を進めていくようなものは、日

々と同時に月次、年次を正確に記録していくことが必要になります。

しかも、人間が予測、予想した計画ですから、相当大きな誤差が発生す

ることがあり、その誤差をどれくらい早く認識できるかでしょう。

現場では、比較的簡単に認識していますが、上場会社では経営数字とし

て開示するというルールがあり、そのプロセスの中で対応する人間（ほ

とんどは経営職、管理職です）が物事を複雑化させていきます。

本来であれば、なにもコンプライアンスを高らかに叫ぶ必要もありませ

ん。

可能な限り事実に即した内容（経営結果）を計画に対して良くても悪く

ても正しく報告、発表すればよいだけです。

 
法律などの新設や改正があればかならず複雑化された内容になりますが、

法律を理解しておくことも大切ですが、事業主体としての人間がおこな

う仕事内容を自社でどのくらい把握できているかのほうがはるかに重要

です。

この頃起きる不祥事は、法律や制度をいくら進化させても人間（経営職、

管理職）が中心になっているところで起きているものが多く、一筋縄で

はいかないようになってきています。



まさに人間がもつ複雑さの中に絡まっているような状態でしょうか。

 
 
 
 
しかも、人間が絡とその答えは無数にあり、正しい解がみえにくくなり

ます。

だからこそ最初から正しい方法で愚直に仕事を進めることが求められま

す。

まさに「Do it Right the First Time!」 なのです。
また、わからなくなれば、「back to basics！」です。
 
法律などは複雑化することで高度になっているように感じますが、むし

ろ日常的な仕事、肉体を使っておこなう仕事の中に物事の本質があり、

法律や制度優先で考えるのではなく、日常的な活動の中でシンプルにや

るべきことを体系化する、いわばだれでもわかる、誰でも正しくできる

ようにチャート（自社の海図）を作成していかなければなりません。

時間はかかりますがシンプルにやるべきことが決定されていれば、自ら

の行動を通して必然的に企業活動の実態にあった結果が現れてきます。

 
法律や制度がいくら複雑化されようが企業が進むべき航路を明確にして

どのような人達でも理解できるようにチャート（自社の海図）を作成し

て対応していくことが重要です。

江戸時代ではないのですから企業が進むべき航路の答えは明確に見えて

います。

その見えている岩礁や浅瀬、あるいは潮流の速さなど、自社の船の大き

さに合わせてチャート（海図）を作成するです。

むずかしいマニュアルの作成ではなく、あくまでチャート（海図）、企

業が進むべき航路を示しておくだけです。

時間とコストはかかりますが、それは当然です。

理由は、他人の資本（金）で企業活動をしているのですから、経営者は

それに応じた自社の仕組みを構築し、経営結果を報告する義務があるか

らです。

法律や制度、まして監査法人などを期待していては、本当の意味で経営

などできるわけはありません。

 
人間は、一般社員から経営職まで人間であるがゆえに複雑です。



人間が複雑だからこそ、複雑な機能をもつ組織の運営や技術開発などを

おこなうことができますが、それだけに自社のチャートに合わないこと

があれば、経営職も管理職、あるいは一般社員のすべてが自社のチャー

トに戻ってシンプルに考えてみることが必要になります。

 
  
いろいろな複雑なことをやってのける人間の存在が大きな船を操船する

ことを可能にします。

他方、大海原の中にある難所はシンプルなチャートを確認することで正

しい航路で進むことができます。

社会に存在する多くの複雑さに翻弄されるのではなく、自ら主体となっ

て日々シンプルに考えて行動することでしか、正しい結果は出現しませ

ん。

 
いずれにしても複雑さに狼狽することなく、自分たちでやるべきことを

シンプルにしっかりとやっていくだけではないでしょうか。

そうすることで正直に経営結果を報告することができるものです。

 
 
 
 


